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令和５年度 学校評価 評価結果 

松戸市立旭町中学校 

１ 学校評価アンケート集計結果 

 (１)学校評価アンケート回答数 

   生徒アンケート回答数  ２３６(８８．４％)   教職員  １９ 

   保護者アンケート回答数 １７７(６６．３％)   地域の方 １５ 

  

(２)項目別アンケート結果(評価平均)    上段：R5  下段：R4 

   【評価】 ４…そう思う  ３…ややそう思う  ２…あまり思わない  １…そう思わない 

 評 価 項 目 生徒 保護者 地域 教職員 

１ 学校は、一人ひとりを大切にし、生徒や保護者の願い

に応えようとしている。 

３．３１ 

３．１８ 

３．１８ 

３．０９ 

３．６３ 

３．８ 

３．６３ 

３．７５ 

２ 学校は、学校行事や部活動が盛んで、生徒は意欲的に

取り組んでいる。 

３．４２ 

３．２１ 

３．１９ 

３．１３ 

３．５３ 

４．０ 

３．３７ 

３．２５ 

３ 学校は、授業や行事の参観機会を設けたり、ホームペ

ージ更新や学校だよりを配布したりするなど、積極的

に家庭や地域に情報発信をしている。 

３．４２ 

３．２４ 

３．２９ 

３．１９ 

３．７７ 

３．８３ 

３．７９ 

３．５５ 

４ 学校は、清掃が行き届き、掲示物などを含めた学習環

境が整えられている。 

３．３２ 

３．２３ 

３．２５ 

３．１４ 

３．７７ 

３．８３ 

３．２１ 

３．２５ 

５ 学校は、生徒の安全や健康面に配慮し、生徒の安全安

心な学校づくりをしている。 

３．４４ 

３．３３ 

３．２４ 

３．１９ 

３．５ 

３．６ 

 

３．６３ 

３．６０ 

６ 学校は、家庭学習の定着と充実に向けて、情報発信や

適切な量の課題設定をしている。 

３．２５ 

３，１４ 

２．９３ 

２．８７ 

３．３８ 

３．３３ 

３．００ 

３．３０ 

７ 学校は、生徒を自分の考えをしっかり持ち、その考え

を相手にわかりやすく伝えられる子どもに育てよう

としている。 

３．３１ 

３．１６ 

３．０３ 

２．９７ 

３．５５ 

３．６ 

３．４２ 

３．３５ 

８ 教職員は、授業のねらいを明確にし、わかりやすい授

業をしている。 

３．３７ 

３．２３ 

２．９７ 

２．９１ 

３．２７ 

３．６７ 

３．４２ 

３．６５ 

９ 教職員は、個に応じた学力を把握し、適切な学習支援

を行っている。 

３．２４ 

３．２７ 

２．９０ 

２．８０ 

３．２９ 

３．８ 

３．０５ 

３．３５ 

10 教職員は、生徒の主体的な学びを促し、学習意欲や学

力を向上させている。 

３．３５ 

３．２２ 

２．９３ 

２．８５ 

３．２ 

３．６７ 

３．２１ 

３．３０ 

11 教職員は、ＩＣＴ機器を活用し、生徒の情報活用能力

の育成やＩＣＴを活用した学習活動の充実を図って

いる。 

３．５２ 

３．３９ 

３．０６ 

３．０１ 

３．４３ 

４．０ 

３．４７ 

３．４５ 
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12 教職員は、生徒とよく関わり、学校生活すべてにおい

て熱意を持って指導している。 

３．３９ 

３．２８ 

３．０８ 

３．００ 

３．５６ 

３．６ 

３．３７ 

３．５５ 

13 教職員は、生徒の悩みや相談に応じて適切に指導して

いる。 

３．２９ 

３．１８ 

３．０１ 

２．９１ 

３．３３ 

４．０ 

３．４７ 

３．５５ 

14 教職員は、思いやりや生命の尊重など心の教育を積極

的に進めている。 

３．３３ 

３．２１ 

３．０５ 

２．９７ 

３．２２ 

４．０ 

３．４７ 

３．５０ 

15 教職員は、いじめや暴力など間違った行動に対してし

っかりと指導している。 

３．５３ 

３．３３ 

３．０５ 

３．０１ 

３．３３ 

３．５ 

３．６３ 

３．８０ 

16 家庭では、しつけや基本的生活習慣をしっかり指導し

ている。 

３．５３ 

３．４５ 

３．０１ 

２．９９ 

２．７５ 

３．５ 

２．７９ 

３．０５ 

17 家庭では、生活のけじめをつけ学習習慣が定着させら

れている。 

３．４１ 

３．３５ 

２．７２ 

２．６７ 

３．０ 

３．５ 

２．６８ 

２．７９ 

18 家庭では、携帯電話などの使い方についての約束事や

モラルをしっかり指導できている。 

３．３３ 

３．２５ 

２．８４ 

２．８８ 

２．０ 

３．０ 

２．２１ 

２．６８ 

19 旭町中に入学してよかったと思う。 

 

３．５０ 

３．３５ 

３．３１ 

３．２８ 

３．６７ 

４．０ 

３．０６ 

３．３３ 

20 ｢主体的に学習に取り組む力｣が身に付いたと思うか。 

 

３．１３ 

３．０６ 

２．７１ 

２．６３ 

 ２．８４ 

２．７５ 

21 ｢課題を自ら見つけ、思考・表現し、解決する力｣が身

に付いたと思うか。 

 

３．２５ 

３．０７ 

２．７３ 

２．７３ 

 ３．１１ 

２．８５ 

22 ｢身に付けた知識や技能を活用する力｣が身に付いた

と思うか。 

３．３３ 

３．１８ 

２．８０ 

２．７７ 

 ３．０５ 

３．００ 

 

２ 学校評価 評価結果（まとめ） 

（１）学校運営に関して 【評価項目１、２、３、４、５、１２】 

 

 

 

 ア 【項目１ 学校満足度】については、３．１以上と高い評価となった。一方で、教職員の評価は、

昨年度を下回っている。生徒や保護者からの多様なニーズをしっかり把握し、生徒一人ひとりの学校

生活が充実したものとなるような学校運営を継続していく。 

  

イ 【項目２ 特別活動】については、学校行事や部活動の大会等、コロナ禍以前と同じように取り組

むことができ昨年度よりも高い評価となった。教師と生徒、生徒同士の関わりがこれまで以上に増

え、「達成感」「自己有用感」につながったと考えられる。また、キャリア教育では、地域の方々を講

師とした授業も展開した。今後も体験活動を通して生徒の自主性や主体性を育む機会として、内容・

方法を工夫していきたい。 

 すべての評価項目において、｢おおむね良好｣と評価できる評価３点を上回った。生徒・保護者に

おいては、昨年度の結果よりも評価が高い。学校運営全般は良好な状況であると判断できる。 
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ウ 【項目３ 開かれた学校】については、全ての評価者から３．２以上の高い評価となった。授業や

行事の参観が増え、学校ホームページでの学校生活の様子も毎日更新している。また、3年ぶりのバ

ザー開催にあたり、保護者や地域の方々にも多くのご協力をいただいた。今後も、より保護者・地域

に「開かれた学校づくり」を目指していく。 

 

エ 【項目４ 学校環境】については、学校経営４本柱の一つである「真剣清掃」できれいな学校が維

持されていると考えられる。ボランティア活動として花壇の整備、校庭の落ち葉掃きなどの活動も成

果をあげられる。一方、学習用具をしまえる場所（机・ロッカー）が少ないという声もあることから

学年・学級学校全体で学習環境を整備できるように引き続き取り組んでいきたい。 

  

オ 【項目５ 安心・安全】については、生徒、教職員の評価で３．４を越え、昨年度よりも高い評価

となった。感染症拡大防止対策や安全管理の取り組みが評価されたものと捉えることができる。３学

期の避難訓練では不審者の対応の方法も学んだ。学校が安全で安心な場所であることは、生徒の健や

かな成長につながる前提条件となる。生徒の安全意識を高めながら、引き続き継続していきたい。 

 

カ 【項目１２ 生徒と教職員の関わり】については、生徒・教職員は概ね高いと判断できる。一方で、

保護者の評価は両者に比べやや低い結果となっている。さらに教職員においては昨年度の評価を下

回った。日々の声かけ、励まし、叱咤、賞賛、対話など個と集団への働きかけが大切だということ、

自信を持って指導していけるよう改めて確認する。全ての教職員が生徒一人の主体的な学びを支援

する伴奏者となれるよう謙虚な姿勢で指導していきたい。 

 

（２）学習指導に関して 【評価項目６、７、８、９、１０、１１、２０、２１、２２、】 

  

 

 

 

 

ア  【項目６ 家庭学習】については、各教科からの課題に主体的に取り組んでいる生徒が多い。一方

で定期テスト前の提出物に関しては、課題が多すぎるという意見もいただいているため適切な量か

再考していく。学習内容の定着には、家庭学習は欠かせない。粘り強く取り組む姿勢が持てるよう、

学校全体で支援していく。 

 

イ  【項目７ 言語活用科の取り組み】については、生徒、教職員が３．３以上と成果をあげていると

言える。言語活用科は、もとより各教科指導において、調べ学習やまとめでプレゼンテーション積極

的に行うなどアウトプットする機会を設定している。｢自分の意見をわかりやすく伝えることができ

る｣｢相手の伝えようとしていることを理解することができる｣生徒の育成を引き続き目指していく。 

 

 学習指導・学習成果に関する評価項目において、生徒の評価が３．１以上と高く昨年度の評価を

上回った。資質・能力の育成のための授業力の向上と保護者との情報共有及び協力体制の構築が課

題である。 
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ウ  【項目８、９、１０ 授業】については、生徒、保護者の評価が昨年の結果を上回り、概ね良好な

評価を得られた。今年度は、全学年の数学Ｔ．Ｔ授業、英語のＴ.Ｔ授業など個に応じた指導の充実

を図ってきた。しかしながら、「学力を伸ばして欲しい」「勉強がわからない」などの意見も見られる。

多様なニーズに応えられるよう、教員の授業力アップを推進させていきたい。 

 

エ 【項目１１ ＩＣＴ活用状況】については、生徒、教職員が３．４以上で昨年度の評価を上回る高い

評価となった。｢ＩＣＴを文房具として活用する｣という研究課題にもと主体的・対話的で深い学びの

実現に向けた授業改善に積極的に取り組んでいる。学校全体でデジタル・シティズンシップ教育を進

め、生徒一人ひとりの情報活用能力や情報モラルの育成ができるよう、さらに推進させていきたい。 

 

オ 【項目２０ 主体的に学習に取り組む力】【項目２１ 課題を自らみつけ、思考・表現し解決する力】 

 【項目２２ 身に付けた知識や技能を活用する力】については、新学習指導要領が掲げる目標であり、

これからの社会を生き抜く生徒に必要な力である。どの項目も昨年度の結果を上回り、概ね良好な評価

を得られた。｢個別最適な学び｣と｢協働的な学び｣実現させるために教職員の研修を充実させていく。 

 

（３）生徒指導に関して 【評価項目１３、１４、１５】 

 

 

 

 

 

ア 【項目１３ 教育相談】については、生徒、教職員の評価で３．０を越え、概ね良好な評価を得られ

た。教育相談週間の担任との面談だけでなく、学年職員や部活動の顧問、スクールカウンセラーも含め

全教職員で相談できる体制を構築している。 

 

イ 【項目１４ 心の教育】については、道徳は学年体制で授業を実施したり、ＩＣＴ活用で考えを深め

ている。互いに認め合い・励まし合い・支え合える集団づくりは、とても大切である。地域の人や他者

と触れ合う機会を積極的に設け、今後も学校生活すべてにおいて心の教育を行って行きたい。 

 

ウ 【項目１５ いじめへの対応】については、生徒の評価が昨年度の評価を大きく上回った。担任との

生活記録ノートをはじめ日常の観察を丁寧に行い未然防止に努めるとともに、｢ＷＥＢＱＵ｣や｢学校生

活アンケート｣で積極的な認知を行ってきた。全教職員総がかりでいじめ防止に取り組み組織的に対応

することを継続させていく。 

（４）その他 家庭での生活に関して【項目１６ １７ １８】 

 

 

 

 

生徒指導に関する評価項目において、生徒・保護者の評価は良好だと判断できる。生徒指導は、

学習指導と並んで学校教育において重要な意義を持つものと言える。生徒理解に努め、丁寧な指

導を継続していく。 

家庭での生活に関しての評価項目において、生徒・保護者ともに昨年度を上回る結果となった一

方で教職員の評価は下がった。依然として「生活のけじめ」｢学習習慣の定着｣｢携帯電話の使い

方｣が課題である。生徒に「自己指導能力」を身に付けさせることができるよう、学校と家庭が

連携して指導していく。 
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３ 成果と課題（学校評価のまとめ） 

学校評価の結果から、今年度本校の学校教育活動の成果と課題は以下のようにまとめられる。 

（１）成果（生徒・保護者が共に３．２以上の項目） 

 ア 学校は、授業や行事の参観機会を設けたり、ホームページ更新や学校だよりを配布したりするな

ど、積極的に家庭や地域に情報発信をしている。 

 イ 学校は、清掃が行き届き、掲示物などを含めた学習環境が整えられている。 

 ウ 学校は、生徒の安全や健康面に配慮し、生徒の安全安心な学校づくりをしている。 

 エ 旭町中に入学してよかったと思う。 

 

（２）課題（生徒・保護者のどちらかが２．８以下の項目） 

 ア ｢主体的に学習に取り組む力｣が身に付いたと思うか。 

 イ ｢課題を自ら見つけ、思考・表現し、解決する力｣が身に付いたと思うか。 

 ウ ｢身に付けた知識や技能を活用する力｣が身に付いたと思うか。 

 エ※家庭では、生活のけじめをつけ学習習慣が定着させられている。 

 

（３）来年度に向けて 

  昨年度から、アンケートの集計結果を点数化し、生徒・保護者・地域・教職員がどのように評価して

いるかがわかりやすくなるようにした。今年度は、新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行さ

れ、これまで制限の多かった教育活動が平常にもどりつつある１年だったせいか、各項目で評価が高く

なったと感じる。 

  学校全体では、生徒一人ひとりが、前向きな学校生活を送って行事や部活動にやりがいを持ってい

ると言える。３年ぶりに開催されたバザーは、１学期から学年代表会が打合せを重ね、長期間準備を

し、生徒ボランティアやたくさんの地域の方々のご協力のおかげで大成功を収めることができた。この

活動を通して改めて「チーム旭町」として子ども達を育てていくことの大切さを実感するとともに、よ

り一層保護者・地域との連携を深めていきたいと考える 

課題としてあげられる「学力」に関しては、教職員の評価が昨年度より軒並み下がる結果となった。

まずは、多種多様な業務の中でも教員の本業である「教科指導」のために、研修や教材研究の時間を捻

出できるように努めていきたい。各教科では、新学習指導要領が目指す資質・能力を育むことを念頭に

置きつつ、生徒の実態に応じて「わかった、できた」という成功体験・達成感を味わえる授業づくりを

進めていく。重点としている「情報活用能力」は、「使ってみる」という視点を卒業し、「個別最適な学

び」と「協働的な学び」が実現できるよう努めていく。 

 

  最後に、本校は「青少年健全育成会」をはじめ、地域・保護者の多くの方々に支えられ学校運営を行

うことができました。励ましのお言葉や温かい声援をいただきましたことを心より感謝申し上げます。

アンケート結果とお寄せいただいたご意見を参考に、現状に甘んじることなく信頼される学校づくり

に努めてまいります。今後ともご理解・ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 


